
社会基盤は大きく二つの役割があります。一つ目は、多くの自然災害に
見舞われる日本においてダムや砂防堰堤、堤防や防波堤などの施設によっ
て国民の生命と財産を守ること。二つ目は、道路や鉄道、橋、トンネル、港
湾、空港などの施設と通信や電気、ガス、上下水道などのライフラインに
よって国民の生活と経済を支えることです。
私たち建設コンサルタントは、これらの社会基盤整備に関する、企画

立案、調査、計画、設計から施工管理、維持管理に至るまで、技術サービ
スを提供する技術者集団です。
私たちは、エンドユーザーである国民の生命と財産を守り、生活と経済

を支えるよりよい社会基盤整備に向け、事業者である国や地方自治体、
民間企業や海外政府の良きパートナーとして、高い専門性と技術力で応え
ています。

建設コンサルタントとは

一般社団法人建設コンサルタンツ協会
本　　　部	 〒102-0075		東京都千代田区三番町1（KY三番町ビル	8F）	 ☎	03（3239）7992
北海道支部	 〒060-0042		札幌市中央区大通西4丁目1番地（新大通ビル	3F	（株）ドーコン内）	 ☎	011（801）1596
東 北 支 部	 〒980-0803		仙台市青葉区国分町3-6-11（アーク仙台ビル	7F）	 ☎	022（263）6820
関 東 支 部	 〒160-0023		東京都新宿区西新宿3-8-4（BABAビル	5F）	 ☎	03（6276）6691
北 陸 支 部	 〒950-0965		新潟市中央区新光町6-1（興和ビル	7F）	 ☎	025（282）3370
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みなさまのご意見をお待ちしております。
当協会では、建設コンサルタントの活動等を社会に広報することを目的として、
広報誌『Civil	Engineering	Consultant』を年4回発行し、中央官庁や地方自
治体等の公共機関、教育機関ならびに協会会員会社に対して約15,000部を配
布しています。
より充実した広報誌の実現に向け、本誌に対するご意見をお待ちしております。

【お問い合わせ】
一般社団法人建設コンサルタンツ協会

『Civil Engineering Consultant』編集担当
MAIL：project@jcca.or.jpまでお寄せください。

再突入の用例「宇宙船が大気圏に再突入」に
「大気圏への突入は1度目では？」と違和感を

おぼえた。調べると「再突入」は「re-entry」の訳
で「re」は再び・元に、「entry」は入る、で「一度
大気圏外に出たものが再び大気圏に入る」意味だった。訳語だと
知ればその通り。最近のニュースでは「大気圏に突入」と使われ
ていた。大気圏に入る速度は時速4万キロ。「突入」が適切なのだ
が「re-entry」のニュアンスとは異なる。ことばは難しい。（惣慶）

三度目の正直とも言いますし、二度あることは三度あるとも
言います。果たして三度目は？といった記事を目にしまし

た。ネガティブな人は、二度あることは三度あると感じ、ポジティ
ブな人は3度目の正直と感じるとのことでした。私は、ネガティ
ブなので、また失敗したらどうしようと感じ、二度あることは三度
あるかもと思ってしまいます。今年は、三度目こそ成功するという
思いでポジティブに行きたいです。1回で成功するのが一番良い
ですが。（髙橋）

再検査の項目が増え、日頃の不摂生への反省と老化に対す
る恐怖に苛まれる毎日です。これでも若いころは甲子園を

目指した高校球児であり（目指すのは自由）、体力には自信が
あったはずなのに。最近は体力低下も著しく感じ、できることな
ら若き栄光の日々をRe-liveしてみたいと切に願う今日この頃で
す。（谷口）

四苦八苦するのが会誌編集専門委員による、国内外の土木施
設を対象とした取材執筆となる恒例の1月号だ。その歴史

を紐解くと、184（1994.07）号の「土木遺産の香」から始まり、
218（2003）号から1月号での取材執筆が追加され、2020年
のコロナ禍による取材執筆の中止以外、この二つの企画だけで
本298号までに延べ225名の委員の方々が書き続けてきた。苦
労はあるものの、先人達の叡智の結晶を紹介するこの企画に対
し、今後とも応援よろしくお願いいたします。（塚本）

編集
後記

会誌編集専門委員会
専門委員長	 ○惣慶	裕幸
副 委 員 長 	 　佐々木	勝	 　細谷	州次郎
委　　　員	 ◉髙橋	真弓	 　山上	英之	 　児島	正之	 ○谷口	史記
	 　田中	知実	 　髙見	元久	 　米澤	慶一	 　井村	優花
	 　本田	悠稀実	 　油谷	百百子
	 （◉本号主担当　○本号担当）
編 集 担 当 	 　塚本	敏行
事　務　局	 　柄澤	一彦
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